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文教厚生委員会行政視察研修報告書 

 
行政視察研修について、その結果と内容を下記のとおり報告いたします。 

 
記 

 
１．研 修 日   平成２２年１１月１０日（水）～１２日（金） 
 
２．場  所   福井県若狭町、美浜町、愛知県蒲郡市（消防操法全国大会） 
          
２．目    的   （１）若狭町（重要伝統的建造物群保存地区保存の取り組み 熊川宿） 
        （２）美浜町（小規模多機能型居宅介護事業） 
        （３）蒲郡市（消防に関する士気高揚 第２２回全国消防操法大会小型

ポンプの部見学） 
３．研修時間  （１）午前９時３０分～午後１１時３５分 
        （２）午後２時１０分～午後４時４５分 
        （３）午後１時２０分～午後２時３０分 
 
４．参 加 者  委 員 
         渡部 優・菅家幸弘・山内 政・星 光久・湯田 哲・ 

五十嵐 司   欠席者 高野精一 
        事務局 

湯田昌伸 
 
５．内  容   （１）若狭町（重要伝統的建造物群保存地区保存の取り組み 熊川宿） 
                         若狭地方のほぼ中央部、山峡にある熊川宿は、江戸時代に若狭

街道の物流の中継拠点として繁栄した。保存地区は東西方向に通

る街道筋に形成された旧宿場町の大部分を占め、街道沿いには前

川と呼ばれる水路が流れている。屋敷の出入り口に石橋がかかり、

所々に「かわと」と呼ぶ洗い場がある。平入と妻入の町家が入り



交じり、変化ある町並み景観を構成している。 
平成７年に全国で４２番目に選定され、面積は１０．８ｈａ、

地区人口は熊川区２８１人の内２３９人、地区世帯は熊川区１１

１世帯の内９７世帯、地区内建築物数５５４棟の内伝統的建造物

として３４９件が選定され、助成措置としては、主屋は、伝統的

建造物は１０分の８上限８００万、非伝統的建造物１０分の６上

限４００万、土蔵は、伝統的建造物は１０分の８上限６００万、

非伝統的建造物１０分の６上限２００万、工作物は、伝統的建造

物は１０分の８上限１００万、非伝統的建造物１０分の６上限５

０万である。 
 
         （２）美浜町（美浜町社会福祉協議会 小規模多機能型居宅介護事業） 
                   協議会会長窪清行氏、副会長中村博昭氏、介護リーダー熊谷

誓成氏が出席され、ご挨拶と説明を受ける。 
その後、熊谷氏より、小規模多機能型居宅介護事業について

３施設（でんでん虫の家、弥右エ門さんの家、吉右エ門さんの

家）の案内説明を受ける。３施設はそれぞれ空き家となった個

人宅の提供を受け、介護事業所としての要件を満たすための改

修工事を実施し、１０人程度の登録を受け、登録者による毎日

数人の利用がされている。画一的なスケジュールをせず、寝た

い者は寝るといった自分の家にいるような過ごし方を尊重して

いる。食事などは一緒にとっているようであった。それぞれ４

名程度の介護支援員が従事している。使用料は、介護１で、月

額自己負担１１,４００円＋食事代（朝３００円、昼５００円、

夜４００円）で、宿泊の場合は一泊あたりプラス１０００円と

なっている。送迎は送迎バス等ではなく、職員の通退勤時につ

いでに送迎したり、利用者が歩いて施設に来る場合もある。今

後は、地域のコミュニティービジネスとして各地域に施設設置

ができればとの思いで、協議会としてもこれまでのノウハウが

あるので強力に支援していきたい旨であった。尚、美浜町には、

福祉委員会と言う組織があり、集落で５０人に１名、小さい集

落はそこで１名、区長からの推薦で選出され、福祉委員は毎月

民生委員と一緒に一人暮らしの家や福祉ニーズ（高齢者世帯、

気になる人）の家を訪問し、安否の確認を行っている。福祉委

員は福祉協議会の評議員になってもらい、現在８６名いる。報

酬はなく、ボランティア活動だが、共同募金の中から年間１万

円が支給されている。 
         （３）蒲郡市（消防に関する士気高揚 第２２回全国消防操法大会小



型ポンプの部見学） 
             福島県の代表として南会津町消防団第１分団第６部田部消防 

団が、第２２回全国消防操法大会小型ポンプの部に出場した。 
結果は、２３チーム中、１０位で優良賞を授与された。郡大会、 
県大会の優勝に続きすばらしい結果を出した。尚成績結果は次 
の通りです。 
優勝 兵庫県（総合得点９０、タイム４１．９７秒）、準優勝 岡 
山県（８９、４１．８）、広島県（８５、４２．０９）、新潟県 
（８５、４４．４７）、優良賞 山口県（８４．５、４２．７４） 
宮城県（８３、４３．３）、愛知県（８０、４１．６１）、東京 
都（８０、４３．４２）、愛媛県（７９．５、４２．６１）、福 
島県（７９．５、４３．０８） 

              
６．所  見    伝統的建造物群の保存は本町の前沢地区での保存でも今後の地区で 

の保存の進め方等に参考になるものと考える。 
小規模多機能型介護施設では、集落での空き家利用を兼ねた、地域 

         での介護のあり方で大いに検討に値するもので、実現可能な介護体制

の構築に生かされるものと思う。委員会として提案していきたい。 
消防操法全国大会での成績はすばらしいもので、今後本町の消防に 

         係る安全・安心に生かされるものと考える。 
  
                             以上 
 

      
 


